
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
と
は
何
か
│
│

本
書
は
、一
九
三
〇
年
代
の
総
力
戦
体
制
下
で

学
制
改
革
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
み
、

常
に
文
部
省
の
教
育
政
策
に
対
し
て
批
判
意
識
を
持
っ
た

教
育
科
学
研
究
会（
教
科
研
）と
は
何
か
を
テ
ー
マ
に
、

国
策
研
究（
同
志
）会
や
教
育
改
革
同
志
会
の
議
論
も
比
較
検
討
し
な
が
ら
、

そ
の
理
論
の
全
容
の
解
明
に
取
り
組
ん
だ
意
欲
作
！

総
力
戦
体
制
下
の

 〈
教
育
科
学
研
究
会
〉

生
活
教
育
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
再
編
成

教科研は1937年、城戸幡太郎（1893～1985年）や、留
岡清男（1898～1977年）を中心に発足し、1941年4月に
解散した民間教育研究団体である。
当初は、プロレタリア教育運動や生活綴方教育運
動を担った教師たちの期待を集めたが、1940年か
らは大政翼賛会へ参加することとなる……。
教科研の改革内容には、義務教育年限延長の変
革を目前にして、この問題と深くかかわってくる『大
衆青年教育の確立』という改革方針や、青年学校
と中学校の区別をなくし全く新しい「中学校」構想
を提示し、教育の機会均等を目標に改革を論じた。
また男女同権を主張し、年少労働者の労働環境の
整備を訴え、さらに労働以外の「文化生活」を取
り入れることなど大きな特色があった。

　
一
九
三
七
年
五
月
、
教
育
科
学
研
究
会
が
発
足
し
た
。
そ
の
契

機
は
、一九
三
七
年
二
月
の
雑
誌
『
教
育
』（
第
五
巻
第
二
号
）
誌

上
に
発
表
さ
れ
た
同
誌
編
集
部
に
よ
る
「
教
育
改
革
案
」
だ
っ
た
。

本
書
は
、
教
育
科
学
研
究
会
の
教
育
制
度
改
革
を
め
ぐ
る
活
動
と

理
論
に
つ
い
て
、
そ
の
主
眼
で
あ
っ
た
大
衆
青
年
の
教
育
に
焦
点
を

あ
て
て
検
討
し
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
教
育
を
生
活
の
問
題
と
し
て
位
置
づ
け
、
調
査
や
研
究
を
行
っ
た

教
育
科
学
研
究
会
は
、
国
策
研
究
会
や
教
育
改
革
同
志
会
な
ど
の

政
策
研
究
団
体
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
教
育
制
度
改
革
の
実
現
に

向
け
た
活
動
を
展
開
し
た
。
改
革
の
理
念
や
思
想
、
状
況
認
識
や

実
現
に
向
け
た
諸
活
動
を
明
ら
か
に
し
た
本
書
は
、
教
育
科
学
研

究
会
の
活
動
が
社
会
の
諸
相
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
展
開
さ
れ
た
壮

大
な
プ
ロ
ジェ
ク
ト
で
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
総
力
戦

体
制
下
の
教
育
を
め
ぐ
る
歴
史
的
研
究
と
し
て
、
興
味
深
い
テ
ー
マ

で
あ
る
。

　
筆
者
の
金
さ
ん
は
本
書
の
中
で
、「
教
科
研
の
歴
史
を
遡
っ
て
い

く
な
か
で
、『
知
ら
な
か
っ
た
歴
史
』
を
発
見
し
た
の
と
同
時
に
、

そ
れ
は
『
い
ま
』
の
教
育
が
抱
え
て
い
る
問
題
に
酷
似
し
て
い
る
こ

と
に
気
づ
い
た
」と
も
述
べ
て
い
る
。「
教
育
は
な
ぜ
必
要
な
の
か
」「
何

の
た
め
の
教
育
な
の
か
」「
誰
の
た
め
の
教
育
な
の
か
」
と
い
う
現

代
を
生
き
る
金
さ
ん
の
根
源
的
な
問
い
に
、
総
力
戦
体
制
下
の
教

育
科
学
研
究
会
は
ど
の
よ
う
に
答
え
て
く
れ
た
の
か
。
教
育
史
研
究

者
だ
け
で
な
く
、
教
育
と
い
う
営
み
に
関
心
の
あ
る
方
々
に
も
勧
め

た
い一冊
で
あ
る
。

大
島 

宏
（
東
海
大
学
）

金 

智
恩
＝
著
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は
じ
め
に

序
章第

一
節
▼
研
究
の
背
景

第
二
節
▼
先
行
研
究
の
検
討

　
⑴ 

教
育
運
動
史
に
お
け
る

　
　 

民
間
教
育
団
体
と
し
て
の
位
置
づ
け

　
　 

│
│
教
育
科
学
運
動
の
主
体
と
し
て
の
教
科
研

　
⑵ 

教
科
研
の
通
史
的
研
究

　
⑶ 

教
育
研
究
会
及
び
教
育
改
革
同
志
会
の
研
究

　
⑷ 

戦
前
の
教
科
研
理
論
を
再
検
討
し
た
研
究

第
三
節
▼
本
研
究
の
課
題
と
内
容
・
構
成

第
一
章
◉
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る

学
制
改
革
論
議
を
め
ぐ
る
動
向

改
革
方
針
と
し
て
の
「
教
育
ノ
実
際
化
」

第
一
節
▼
一
九
三
〇
年
代
の
諸
改
革
案
に
お
け
る「
教
育
ノ
実
際
化
」の
意
味

第
二
節
▼
教
育
審
議
会
に
お
け
る
教
育
目
標
と
し
て
の「
教
育
ノ
実
際
化
」

─
─「
職
業
科
」構
想
と
そ
の
目
標

小
括

第
二
章
◉
教
育
科
学
研
究
会
の
成
立
過
程
に
お
け
る

生
活
教
育
論
の
基
盤
形
成

第
一
節
▼
教
育
制
度
改
革
論
の
出
発
―『
教
育
』の
創
刊

第
二
節
▼「
教
育
科
学
研
究
会
の
成
立
」に
お
け
る
課
題
設
定

及
び
各
研
究
部
会
の
研
究
内
容

第
三
節
▼
共
同
研
究
テ
ー
マ「
国
民
の
一
人
に
附
与
す
べ
き

教
養
の
最
低
必
要
量
」の
設
定
背
景

小
括

第
三
章
◉
国
策
研
究（
同
志
）会
と
教
育
研
究
会
・

教
育
改
革
同
志
会
に
お
け
る
研
究
活
動

教
育
行
政
機
構
改
革
論
を
中
心
に

第
一
節
▼
国
策
研
究
（
同
志
）
会
の
教
育
行
政
機
構
改
革
の
構
想

⑴ 

国
策
研
究
同
志
会
の
成
立
と
そ
の
位
置
づ
け

　 

│
│『
思
想
教
育
問
題
研
究
会
参
考
案（
第
一
）　
教
育
行
政
改
革
に
関
す
る
提
案
』の
分
析
を
通
し
て

⑵ 

国
策
研
究
会
と
し
て
の
再
建
と
教
育
改
革
を
め
ぐ
る
研
究
成
果

⑶ 

一
九
三
八
年
以
後
に
お
け
る
国
策
研
究
会
の
研
究
成
果

⑷ 

戦
前
の
教
科
研
理
論
を
再
検
討
し
た
研
究

第
二
節
▼
教
育
改
革
同
志
会
の
教
育
行
政
機
構
の
構
想
と

一
九
四
二
年
文
部
省
改
組
の
関
係

─
─
行
政
機
構
研
究
会
の
設
置
と
一
九
四
二
年『
教
育
行
政
機
構
改
革
試
案
』

第
三
節
▼
教
育
科
学
研
究
会
の
文
部
省
機
能
の
強
化
論

─
─
城
戸
幡
太
郎
の「
教
育
立
地
論
」と
教
科
研
の「
教
育
機
構
の
再
編
成
」草
案

小
括

第
四
章
◉
教
育
科
学
研
究
会
の「
教
育
改
革
案
」の
特
徴

教
育
改
革
同
志
会
の
「
教
育
制
度
改
革
案
」
と
の
比
較

第
一
節
▼
教
育
科
学
研
究
会
の
義
務
教
育
年
限
延
長
論
に
お
け
る
教
育
内
容
の
構
想

─
─
文
部
省
案
に
対
す
る
批
判
を
踏
ま
え
て

第
二
節
▼
一
九
三
七
年「
教
育
改
革
案
」の
内
容
と
そ
の
特
徴

第
三
節
▼
教
育
科
学
研
究
会
の
中
学
校
構
想
の
特
徴

─
─
教
育
改
革
同
志
会
案
の
青
年
学
校
構
想
と
の
比
較

小
括

第
五
章
◉
義
務
教
育
年
限
延
長
と

「
教
育
的
保
護
」の
問
題

職
業
指
導
の
再
検
討
及
び
青
年
学
校
義
務
化
に
対
す
る
批
判

第
一
節
▼
義
務
教
育
と
社
会
法
の
制
定
─
─「
教
育
的
保
護
」の
見
地
か
ら

第
二
節
▼
年
少
労
働
者
の
労
働
環
境
と
教
育
制
度
改
革

─
─
鈴
木
舜
一
の「
研
究
調
査
」を
中
心
に

第
三
節
▼
文
部
省
の
青
年
学
校
義
務
制
に
お
け
る
矛
盾

小
括

第
六
章
◉
教
育
科
学
研
究
会
の

大
衆
青
年
教
育
の
教
育
構
想

第
一
節
▼
青
年
学
校
に
お
け
る
教
科
内
容
─
─
改
革
理
論
と
し
て
の「
生
活
教
育
」

第
二
節
▼
教
育
改
革
同
志
会
の「
青
年
学
校
義
務
制
案
要
綱
」の
特
徴

第
三
節
▼
大
衆
青
年
教
育
に
お
け
る「
生
活
教
育
」─
─
協
同
組
合
と
の
連
携
論

第
四
節
▼
北
海
道
製
酪
販
売
組
合
と
酪
農
義
塾
に
お
け
る「
生
活
教
育
」

小
括

第
七
章
◉
教
育
科
学
研
究
会
の

大
衆
青
年
の
生
活
設
計

第
一
節
▼
共
同
研
究
テ
ー
マ「
国
民
の
一
人
に
附
与
す
べ
き
教
養
の

最
低
必
要
量
」の
構
想
と
そ
の
目
標

第
二
節
▼
大
衆
青
年
の
生
活
に
関
す
る
実
態
調
査

第
三
節
▼
大
衆
青
年
の
生
活
設
計

─
─
鈴
木
舜
一
の
勤
労
青
少
年
の「
生
活
時
間
形
態
」調
査

第
四
節
▼
国
民
学
校
に
お
け
る
生
活
教
育

小
括

終
章第

一
節
▼
ま
と
め

第
二
節
▼
本
研
究
の
意
義
　

⑴ 

教
科
研
の
教
育
科
学
運
動
の
実
態
と
し
て
の
教
育
制
度
改
革
論
の
検
証
　

⑵ 

戦
時
下
に
お
け
る
生
活
教
育
の
理
論
形
成
　

⑶ 

一
九
三
〇
年
代
の
学
制
改
革
論
議
に
つ
い
て
の
考
察
│
│
教
育
改
革
同
志
会
へ
の
着
目

第
三
節
▼
今
後
の
課
題

参
考
資
料
／
参
考
文
献
お
よ
び
参
考
資
料
／
あ
と
が
き
／
索
引

＊
小
社
は
注
文
制
で
す
。お
近
く
の
書
店
に
ご
注
文
く
だ
さ
い
。

お
急
ぎ
の
場
合
は
小
社
に
直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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〇
〇
八
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東
京
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大
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